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日本体育協会（公益財団法人）・日本オリ
ンピック委員会創立百周年記念として平成
23 年 7 月 15 日に表明された「スポーツ宣言
日本（二十一世紀におけるスポーツの使命）」
の冒頭に、「スポーツは、自発的な運動の楽
しみを基調とする人類共通の文化」とある。
また、三つある宣言の一つめは「スポーツ
は、運動の喜びを分かち合い、感動を共有
し、人々のつながりを深める」から始まる。
このような考え方は、国境を超え、男女、世
代、運動技能や体力水準、そして疾病の有無
をも超越した普遍的な真理に近いと言っても
過言ではない。超高齢化・少子化が進行した
我が国では、老人が老人を介護する「老老介
護」、軽症の認知症高齢者が重症の認知症高
齢者を介護する「認認介護」、「閉じこもり」
や「虐待」など憂うべき社会問題が顕在化し
ている。また、生活保護受給者が増加の一途
にあり、独居の高齢者による無縁死（孤独
死）も増えている。日本国民の老後の生活環
境は今後さらに厳しいものとなることが確実
視されているが、その対策は立っていない。
前代未聞の少産多死時代を迎えた我が国にお
いて、上記宣言の価値はますます高まるもの
と言える。
本プロジェクトの目的は、まさに「スポー

ツや運動を通して、同世代間・異世代間の喜
びや感動を共有し、高齢者を取り巻く人々の
つながり（絆）を深める」ことにある。この
「感動と絆」を感じとらせることこそが、高
齢者に元気と活力を与え、健全な生への希望

をふくらませることになると考えられる。こ
のような考え方に基づき、本報告書では、既
に発刊済みの報告書（第 1報および第 2報）
を包括する内容とし、さらなる充実を図っ
た。
具体的には、我々が長年たずさわるコホー
ト（茨城県および福島県、千葉県の市町）に
おいて、平成 21 年度・22 年度で開発した元
気長寿支援プログラムを適用し、長期的な観
点からプログラムの実践効果を検証した。ま
た、近年、二次予防事業対象者（特定高齢
者）に向けた運動プログラムだけでなく、通
所型介護施設（デイサービス等）における軽
度介護（要支援 1・2）者向けの重度化防止
（三次予防）を企図した身体機能改善プログ
ラムの需要が高まっていることから、これら
の社会的ニーズに呼応するために、要介護化
リスク評価尺度および要介護化予防プログラ
ム、さらには軽度介護者（デイサービス等の
利用者）の重度化防止プログラムについて長
期継続効果の観点から言及した。そして、こ
のような評価法およびプログラムが地域に根
づくための普及方法に関する検討にも着手し
ていることから、本年度は、茨城県笠間市と
福島県会津美里町、東日本大震災の被災地で
ある宮城県山元町における事例調査の報告を
最終章としてまとめた。詳細は各班員の報告
書を参照されたい。
平成 24 年度はこれまでの研究成果に基づ

き、運動が継続しやすく波及的効果がもたら
され、地域の人材や社会環境と融合・調和し
うる地域に根づく新しい元気長寿支援システ
ムの完成（長期間の効果検証まで）を目指す
計画である。

研究班長　田中喜代次 1）

はじめに　高齢者の元気長寿支援プログラム開発に関する研究
～第3報の報告にあたって～

1）筑波大学体育系
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